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文文献献かかららみみるる高高ささはは・・・・・・  

天天平平塔塔、、１１００００年年のの謎謎をを解解きき明明かかすす  

～～歴歴史史学学のの視視点点かからら～～  
 

文化遺産部（歴史史料研究室） 山本 祥隆 
 
 

【【緒緒言言】  

 往時、東大寺は大仏殿の南東・南西に、２基の七重塔（東塔・西塔）を擁していた。いずれも奈良時代
後半の完成と目され、西塔は 10 世紀前半に雷火により焼失したものの、東塔は度々修理を加えられつ
つ、ほぼ平安時代を通して存立しつづけた。 
だが、治承４年（1180）の平重衡による南都焼討により、他の堂宇とともに東塔も灰燼に帰した。そ

の後、大勧進重源を中心とする東大寺復興事業の中で東塔の再建も企図され、重源の没後に大勧進を継
承した栄西・行勇らの尽力にもより、鎌倉時代初期の貞応２年（1223）頃、東塔は再建成ったとされる。
この２代目の塔も、南北朝時代の康安２年（1362）に雷火によって焼亡した。その後は再々建の動きも
あったようであるが、完成には至らなかった（以上、表１参照）。 
 このように、東大寺東塔には創建・再建の２代が存した。今回は、初代の塔を「天平塔」、２代目の塔
を「鎌倉塔」と呼ぶこととする。 
 平成 30 年（2018）、奈文研は東大寺より「東大寺東塔復元案作成にかかる調査研究業務」を受託する
こととした。この受託研究の遂行に際し、以前に東塔跡の発掘調査に携わっていた縁もあり、文献史料
に関する調査・研究は報告者が担当することとなった。なお、東塔跡の発掘調査の成果については、平
成 30 年 6 月 16 日開催の第 122 回公開講演会にて、トピック講演「重層する基壇 ―東大寺東塔院跡の
発掘調査―」としてご紹介したところである。 
 詳細は後述するが、これまで、天平塔の高さ（全高）については ①31 丈 3 尺 8 寸（約 92.6ｍ）案、
②33 丈 8 尺 7 寸（約 99.9ｍ）案、③23 丈 8 寸（約 68.1ｍ）案、の３案が鼎立し、いずれとも決しがた
い状態であった（１尺＝295 ㎜で換算）。天平塔の高さは、「大仏殿碑文」と通称される板文史料に記され
る。この大仏殿碑文はすでに失われているが、多くの文献が引用し、内容が今に伝わる。だが、引用す
る文献ごとに、天平塔の高さの数値が異なっている（表２）。これが、天平塔の高さに関して、100 年以
上におよぶ渾沌を引き起こしていたのである。 
 天平塔の復元を志そうとすれば、その高さが約 100ｍであったか、それとも 70ｍほどであったのかは、
何としても、また真っ先に解決せねばならない重要な課題となるであろう。報告者はそのように考え、
《100 年の謎》天平塔の高さの解明に挑むこととした。果たして、天平塔の高さの真実は・・・ 
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【【主主要要参参考考文文献献】】  

奈文研 2024『奈良文化財研究所学報第 104 冊 東大寺東塔の復元研究』（以下、『復元研究』） 
天沼俊一 1910「創立当時に於ける東大寺南大門、東西両塔院及び其沿革。附講堂、僧坊、食堂」 

『建築雑誌』283 号 
天沼俊一 1918「東大寺東塔院及西塔院址」『奈良県史跡勝地調査会報告書』第５回、奈良県 
足立康 1931「南都七大寺塔婆の高さ」『考古学雑誌』21-7（足立 1987『塔婆建築の研究』中央公論美術出版 所収） 
足立康 1933「東大寺七重塔の高さに就いて」『考古学雑誌』23-11（同上） 
箱崎和久 2004「東大寺七重塔考」『ザ・グレイトブッダシンポジウム論集 第２号 論集東大寺創建前後』 
東大寺 2018『東大寺東塔院跡 ―境内史跡整備事業に係る発掘調査概報１―』（以下、『東塔院概報』） 
太田博太郎 1979『南都七大寺の歴史と年表』岩波書店 
  

図図１１  塔塔婆婆のの高高ささにに関関すするる用用語語（（『『復復元元研研究究』』よよりり））  

－ 2－



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

表表１１  東東塔塔院院略略年年表表（（『『東東塔塔院院概概報報』』よよりり））  
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図図２２  22001166 年年度度・・奈奈文文研研平平城城第第 557744 次次調調査査  天天平平塔塔基基壇壇北北面面検検出出状状況況  （（北北東東かからら））  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

表表２２  ４４史史料料ににおおけけるる「「高高」」のの数数値値（（『『復復元元研研究究』』よよりり））  
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図図３３  伴伴信信友友校校訂訂本本『『朝朝野野群群載載』』（（東東京京国国立立博博物物館館蔵蔵））  

図図４４  新新訂訂増増補補国国史史大大系系本本『『朝朝野野群群載載』』（（吉吉川川弘弘文文館館））  
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図図５５  『『朝朝野野群群載載』』写写本本系系統統図図とと天天平平塔塔のの「「高高」」（（『『復復元元研研究究』』よよりり））  
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図図６６  学学習習院院大大学学蔵蔵本本『『伊伊呂呂波波字字類類抄抄』』  

（（土土井井洋洋一一解解題題索索引引・・古古典典研研究究會會出出版版 11998866『『伊伊呂呂波波字字類類抄抄』』故故辭辭書書音音義義集集成成  第第 1144 巻巻、、汲汲古古書書院院  よよりり））  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図図７７  大大東東急急記記念念文文庫庫本本『『伊伊呂呂波波字字類類抄抄』』  

（（築築島島裕裕責責任任編編集集・・月月本本雅雅幸幸編編集集協協力力 22001122『『伊伊呂呂波波字字類類抄抄  第第一一巻巻』』汲汲古古書書院院  よよりり））  
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表表３３  『『東東大大寺寺要要録録』』『『朝朝野野群群載載』』『『伊伊呂呂波波字字類類抄抄』』対対照照表表（（１１））  大大仏仏殿殿碑碑文文ＢＢ部部分分  年年紀紀  （（『『復復元元研研究究』』よよりり））  

表表４４  『『東東大大寺寺要要録録』』『『朝朝野野群群載載』』『『伊伊呂呂波波字字類類抄抄』』対対照照表表（（２２））  大大仏仏殿殿碑碑文文ＣＣ部部分分  建建築築寸寸法法  （（『『復復元元研研究究』』よよりり））  
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